
（スィートピーの花ことば）

02 会員トピックス
    　     鈴立山  若松寺
04 会議所の動き

06 天童の冬の風物詩

08 相談所の動き

10 私の健康法

11 ホームタウン情報

12 まちづくりを考える
 天童市のまちづくり

13 寒中挽抜そば賞味会

14 情報提供

15 インフォメーション

天童商工会議所天童商工会議所
h t t p : / / www . t e n docc i . c om /h t t p : / / www . t e n docc i . c om /
天童商工会議所

h t t p : / / www . t e n docc i . c om /
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平
成
二
十
年
、
縁
む
す
び
の
観
音
さ
ま

と
し
て
、
全
国
に
名
を
知
ら
れ
る
鈴
立
山

若
松
寺
は
開
山
一
三
〇
〇
年
を
む
か
え
ま

す
。

　
平
成
十
六
年
十
二
月
、
開
山
一
三
〇
〇

年
祭
に
む
け
た
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
約
八
十
名
、

市
内
の
有
識
者
や
各
界
の
代
表
者
が
顔
を

そ
ろ
え
ま
す
。
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
た

準
備
は
実
行
委
員
を
中
心
に
粛
々
と
進
行

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
準
備
の
課
程
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
縁
を
む
す
ん
で
い
る
の
で
す
。

　「
縁
は
、男
女
の
縁
む
す
び
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
の
出
会
い
と
い
う
の
は
縁
、

す
べ
て
が
縁
で
は
じ
ま
る
の
で
す
」
と
氏

家
住
職
。
そ
ん
な
言
葉
の
と
お
り
若
松
寺

は
開
山
一
三
〇
〇
年
祭
に
あ
た
り
地
域
と

多
方
面
に
渡
り
縁
を
む
す
ん
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
活
動
の
一
例
と
し
て
…
。
天
童

王
将
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
古
参
道

入
り
口
の
石
畳
を
整
備
し
、
案
内
看
板
を

設
置
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
車
道
を
通
っ
て
参
拝
し
て
い
ま
す
が
、

古
参
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
歴

史
を
感
じ
る
古
参
道
を
歩
く
参
拝
者
が
増

え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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会
員
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
第
　
回
／
鈴
立
山
　
若
松
寺

10

　

を
む
す
ん
で
一
三
〇
〇
年  

鈴
立
山 

若
松
寺

り
ゅ
う

れ
い

ざ
ん

じ
ゃ
く
し
ょ
う

じ

り
ゅ
う

れ
い

ざ
ん

じ
ゃ
く
し
ょ
う

じ

平成20年縁縁縁
を
む
す
ん
で
一
三
〇
〇
年  

鈴
立
山 

若
松
寺

若
松
観
音
開
山
一
三
〇
〇
年
祭

若
松
観
音
開
山
一
三
〇
〇
年
祭

「良縁成就」で有名な古刹、若松「良縁成就」で有名な古刹、若松寺寺

国指定重要文化財の「 金  銅 
こん どう

 聖 
しょう

 観  音  像  懸 
かん のん ぞう かけ

 仏 」
ぼとけ

国指定重要文化財「 板  絵 
いた え

 著  色 
ちゃく しょく

 神  目  図 」
じん め ず

若松寺は絵馬の宝庫としても知られる。

市内に掲示されている看板

概 　　　要

鈴立山若松寺
　　　最上三十三観音第一番札所

住　所　天童市山元2205－1
　　　　TEL  023－653－4138
　　　　FAX  023－653－2700

住　職　氏　家　榮　脩

URL:http://www16.ocn.ne.jp/~wakamatu/

縁
「
地
域
と
と
も
に
」



　
ま
た
、
天
童
ア

ド
工
芸
で
は
、
若

松
寺
開
山
一
三
〇

〇
年
祭
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
看
板
で

東
北
地
区
屋
外
広

告
連
合
会
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
そ
の
看
板
は

市
内
中
心
街
に
掲

示
さ
れ
、
開
山
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
天
童
商
工
会
議
所
で
は
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
支
援
事
業
と
し
て
若
松
寺
の
 縁
  福
 

え
ん
 ぷ
く

 達
  磨
 を
作
成
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
街
づ
く

だ
る
 ま

り
と
チ
ー
ム
の
勝
利
と
購
入
さ
れ
た
方
の

縁
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
地
域
の

活
動
と
の
「
縁
」

は
、
イ
ベ
ン
ト
の

成
功
へ
向
け
て
の

エ
ー
ル
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
 

　
平
成
十
七
年
七
月
に
は
、
六
つ
あ
る
部

会
の
中
の
広
報
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
若

松
寺
を
会
場
に
、
モ
デ
ル
を
招
い
て
一
三

〇
〇
年
祭
記
念
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ど
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大

き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
開
催
に
あ

た
っ
て
は
実
行
委
員
の
発
案
と
、
委
員
の

も
つ
人
と
の
つ
な
が
り
（
こ
れ
も
い
わ
ゆ

る
縁
で
す
ね
）
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　「
実
は
…
」
と
住
職
が
話
し
て
く
れ
た
の

は
「
私
が
モ
デ
ル
に
な
っ
た
写
真
が
優
秀

賞
を
う
け
ま
し
た
」
寺
と
住
職
と
モ
デ
ル

が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
た
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト

で
す
。

 

　
昨
年
末
、
開
山
一
三
〇
〇
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
「
金
銅
聖
観
音
像
懸
仏
」

の
木
彫
複
製
を
制
作
し
ま
し
た
。
国
指
定

の
重
要
文
化
財
で
あ
る
若
松
寺
の
懸
仏
は
、

大
き
さ
や
仕
上
が
り
、
年
月
日
や
寄
進
者

等
が
陰
印
さ
れ
る
な
ど
形
式
内
容
と
も
に

そ
ろ
い
、
鎌
倉
期
懸
仏
の
最
高
峰
の
作
品

で
す
。

　
縁
を
つ
な
ぎ
信
仰
の
一
助
と
な
る
よ
う

に
と
今
回
は
五
〇
〇
体
を
制
作
。
複
製
と

い
っ
て
も
す
べ
て
「
心
を
込
め
て
」
手
彫

り
。
す
で
に
一
〇
〇
個
を
頒
布
し
、
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
縁
、
寺
が
成
り
立
つ
の
も
縁
。

「
寺
の
教
え
は
、
浄
財
も
縁
と
い
う
考
え
で

す
」
と
住
職
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
運

動
の
基
本
は
、
深
く
狭
い
よ
り
、
浅
く
広

く
、
で
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
か
ら

い
た
だ
く
こ
と
が
、
縁
に
む
す
び
つ
く
の

だ
と
い
い
ま
す
。

　
一
三
〇
〇
年
の
歴
史
お
よ
び
文
化
遺
跡

と
し
て
、「
め
で
た
め
で
た
の
若
松
さ
ま
」

の
観
光
資
源
と
し
て
、
一
三
〇
〇
年
の
節

目
を
機
に
、
私
達
市
民
も
天
童
市
の
大
き

な
宝
で
あ
る
若
松
寺
を
再
認
識
し
、
記
念

事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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行事予定

縁
「
人
と
共
に
」

縁
「
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
」

＝平成19年行事予定＝

２月24日（旧七草）

　 修 
しゅ

 正 
しょう

 会 　通称  鬼 やらい執行
え おに

４月17日　 開  山 
かい ざん

 行 
ぎょう

 基  菩  薩  報  恩  会 
き ぼ さつ ほう おん え

５月17日　 若  松 
じゃく しょう

 寺 － 山  寺  天  台 
じ やま でら てん だい

 修 
しゅ

 験  古  道 復活祭
げん こ どう

７月10日　 四  万  八  千  日  大  功  徳  日 
し まん はっ せん にち だい く どく び

７月14日から10月７日まで

「若松寺の歴史と遺宝」特別展　於 山形県立博物館

９月24日　 地  蔵 まつり
じ ぞう

10月２日　 己 
つちのと

 巳 ・ 弁  天 まつり
み べん てん

12月９日　 文  殊 まつり
もん じゅ

12月17日　 紫  燈  大  護  摩 
さい とう だい ご ま

＝平成20年行事予定＝

１月１日～３日　 元 
がん

 朝 
ちょう

 特  別  祈  祷  会 
とく べつ き とう え

旧正月７日　 修 
しゅ

 正 
しょう

 会 　通称  鬼 やらい執行
え おに

４月17日　 開  山 
かい ざん

 行 
ぎょう

 基  菩  薩  報  恩  会 
き ぼ さつ ほう おん え

７月10日　 四  万  八  千  日  大  功  徳  法  要 
し まん はっ せん にち だい く どく ほう よう

９月24日　 地  蔵 まつり
じ ぞう

 開  山 千三百年
かい ざん

 正 
しょう

 当  年  慶  讃  大  法  要 
とう ねん けい さん だい ほう よう

平成20年10月３日から17日までの15日間

10月３日　 開 
かい

 闢 
びゃく

 法  要 
ほう よう

10月10日　 中 
ちゅう

 日  法  要 
にち ほう よう

10月17日　 結  願  法  要 
けち がん ほう よう

「モデルはとにかく、住職さんの
演技がさえている」と

評されたコンテストの優秀作品

木製複製の「金銅聖観音像懸仏」

縁
「
心
を
込
め
て
」



　
去
る
一
月
二
十
日
（
土
）
と
二
十
一
日
（
日
）

の
二
日
間
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
女
子
山
形
大
会
が
、
山
形
県
総
合
運

動
公
園
総
合
体
育
館
（
天
童
市
）
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
イ
オ
ニ
ア
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ
ス
の
Ｖ
２

達
成
を
祈
願
し
て
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ｄ
Ｏ
推
進
協
議
会
で
は
、
こ
の
二
日
間
を
「
天

童
市
民
応
援
デ
ー
」
と
設
定
し
、
市
民
あ
げ

て
の
応
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
応
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
当
所
で
は
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
平
成
鍋
合
戦
で
お
な

じ
み
の
「
天
童
織
用
藩
大
八
鍋
」
の
販
売
と

チ
ー
ム
の
勝
利
を
祈
願
す
る
「
縁
福
達
磨
」

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
大
八
鍋
」
は
、
当
所
青
年
部
の
皆
さ
ん
か

ら
の
協
力
に
よ
り
、
二
日
間
に
わ
た
り
八
百

食
準
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
完
売
す
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
、
会
場
の
熱
気
と
ア
ツ
ア

ツ
の
鍋
で
冬
の
寒
さ
も
吹
き
飛
ば
さ
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

　
多
く
の
フ
ァ
ン
の
声
援
も
あ
っ
て
か
、

パ
イ
オ
ニ
ア
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ
ス
は
二
戦

を
勝
利
で
飾
り
、
チ
ー
ム
と
、
そ
し
て
市

民
を
含
め
た
フ
ァ
ン
の
笑
顔
が
印
象
に
残

る
二
日
間
で
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ー
ム
の
勝
利
を
祈
願
し
て
当

所
で
製
作
し
た
「
縁
福
達
磨
」
は
、
勝
利

の
み
な
ら
ず
数
々
の
願
い
を
叶
え
る
縁
起

物
で
す
。
縁
と
福
を
結
び
つ
け
て
創
っ
た

「
縁
福
達
磨
」
は
、
縁
結
び
で
知
ら
れ
る
若

松
寺
（
天
童
市
）
で
祈
願
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　「
良
縁
成
就
」「
良
円
成
就
」

　
皆
様
の
も
と
に
も
良
縁
が
訪
れ
ま
す
よ

う
に
…
パ
イ
オ
ニ
ア
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ
ス

の
戦
い
は
ま
だ
ま
た
続
き
ま
す
。
地
域
あ

げ
て
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
！
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Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ　

パ
イ
オ
ニ
ア
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ
ス

天
童
会
場
に
『
大
八
鍋
』
出
現
で
熱
気
ア
ッ
プ

・
・
・
Ｖ
２
祈
願
の
『
縁
福
達
磨
』
も
限
定
販
売
・
・
・

え
ん

ぷ
く

だ
る

ま

天童菓子商工組合では菓子販売

大八鍋にも長蛇の列

あつあつ鍋に舌鼓

100個限定販売の「縁福達磨」

“一丸となっての勝利”をGET鎧

めざせ概Ｖ２

いいご縁がありますように…
「縁福達磨」
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工 業 部 会

未来の天童モノづくりの一翼を担う！

躍動する天童少年少女発明クラブ躍動する天童少年少女発明クラブ躍動する天童少年少女発明クラブ躍動する天童少年少女発明クラブ躍動する天童少年少女発明クラブ
　当所工業部会（部会長：鎗水景一）では、今年度モノづくり支援事業の一環として「天童少年少女発明クラブ」を設立しま

した。会員は市内小学校３年生から６年生までの54名。天童市勤労青少年ホームを会場に毎月１回、フォバークラフト、かざ

車カーなど様々なモノづくりに取り組んでいます。また、平成19年度は天童商工会議所設立15周年にあたり、記念事業の一環

として８月４日（土）に山形県少年少女発明クラブコンテストが天童市で行われます。

牛乳パックでパンづくり「ぽんぽん船」うまく進むかな？

山形県少年少女発明クラブ
コンテストに初参加

先生の言うことをよく聞いてね理科が好きになったみたいだネ

ハンダ付けにも挑戦したヨ！

かざ車カー部かざ車カー部門門
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天童の冬 の風物詩の風物詩の風物詩 13日

天童初市市の神祭典

お柴燈

だんご木、初飴等、正月用品の販売

　恒例の「お柴燈」と「市の神祭典」が北本町

商店街主催で加茂神社にて開催されました。

　古い御札や神具、不要になった物が奉焼さ

れました。

　北本町地区に限らず近隣の地区からも多数

の方がいらっしゃいました。

 合 戦 結 果

松葉ガニ相馬鍋（相馬市観光協会）

老舗料亭直伝 伊勢エビ鍋（隼人組）

黒牛のすねかじり「出羽ぎゅう汁」

　　　　　     （長井商工会議所青年部）

さい とう

　天童初市が例年にない快晴の中、多くの来場客で賑

わいをみせました。

　天童市の伝統行事らしく落ち着いた雰囲気で活気も

ある楽しみの深い初市となりました。

　昨年の12月29日（金）には同会場で天童歳の市が開

催されました。雪が降り注ぐあいにくの天候にも関わ

らず、地元の方を中心に足を運んでいただきました。
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天童の冬天童の冬 の風物詩天童の冬 14日

天童冬の陣  第12回 平成鍋合戦
今年で第12回を迎えた平成鍋合戦がわくわくランドを会場に盛大に行われました。
当日は天候にも恵まれ冬晴れの中、延べ42,000人の人出で賑わいました。
予定時間より大幅に早く売れ切れてしまう鍋が続出するなど大盛況のイベントとなりました。

今回は総勢31団体33鍋が大集結

第12代鍋家老の今野会長による販売開始の大号令！ あったか鍋の前でついにっこり南部小“維新軍楽隊”による開会の進軍

元パイオニアレッドウィングス斎藤真由美さんも参加した最終審査 　見事２連覇達成の相馬市観光協会山形県出身演歌歌手“青山ひかる”による演歌ライブ

       

鍋将軍　

鍋の局　

第３位　

　　　　



　
当
所
で
は
個
人
事
業
者
を
対
象

に
、
所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告

に
関
す
る
税
務
相
談
室
を
開
設
し

ま
す
。

　
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
所
得
税
等
相
談
日
時
〕

　
平
成
　
年
２
月
　
日（
金
）か
ら

19

16

　
平
成
　
年
３
月
　
日（
火
）ま
で

19

13

　
　
　
　
　
　（
土
・
日
は
除
き
ま
す
）

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

10

　
　
　
　
　
　（
受
付
は
３
時
　
分
迄
）

30

〔
消
費
税
相
談
日
時
〕

　
３
月
　
日（
木
）・
　
日（
火
）

22

27

　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

30

30

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
受
付
４
時
迄
）

〔
場
　
　
所
〕

　
天
童
商
工
会
議
所
　
三
階
会
議
室

〔
相
談
員
〕

　
東
北
税
理
士
会
山
形
支
部
所
属
税
理
士

　
当
所
記
帳
指
導
担
当
職
員

 

〔
持
参
し
て
い
た
だ
く
物
〕

・
税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
た
申
告
書
用

紙
・
決
算
書
用
紙

・
前
年
の
申
告
書
・
決
算
書
の
控

・
印
鑑

・
国
民
年
金
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損

害
保
険
料
の
控
除
証
明
書

・
消
費
税
の
申
告
相
談
の
場
合
は
帳
簿

〔
お
願
い
〕

　
例
年
三
月
に
入
り
ま
す
と
大
変
込
み

合
い
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
早
め
の
ご
相
談
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕

　
当
所
中
小
企
業
相
談
所
　
記
帳
指
導
係

　
℡
６
５
４
―
３
５
１
１
 

　
今
年
も
、
申
告
書
作
成
会
場
は
山
形
駅

西
口
「
山
形
テ
ル
サ
」
で
す
。
（
税
務
署

に
は
申
告
書
作
成
会
場
を
設
置
し
て
い

ま
せ
ん
）。

　
所
得
税
（
譲
渡
所
得
を
含
む
）
・
個
人

事
業
者
の
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
が
必

要
な
方
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方
を

対
象
と
し
た
申
告
書
作
成
会
場
で
す
。

○
開
設
期
間

　
平
成
十
九
年
二
月
一
日（
木
）
か
ら

　
平
成
十
九
年
三
月
十
五
日（
木
）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
が
、
二

月
十
八
日
・
二
月
二
十
五
日
の
日
曜
日

に
限
り
開
設
し
ま
す
。
）

○
開
設
時
間

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

今
年
か
ら
無
料
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

煮
紗

社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

煮
紗

社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社

◎
確
定
申
告
書
用
紙
の
配
布
、
確
定
申
告

書
の
受
付
（
所
得
税
の
納
付
の
形
は
二

月
十
六
日
か
ら
）
は
税
務
署
で
も
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
申
告
書

の
作
成
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
国
税
庁
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
）
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
〕

山
形
税
務
署
  ℡
６
２
２
―
１
６
１
１
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「「「「「「「「「「「「「「「「
税税税税税税税税税税税税税税税税
務務務務務務務務務務務務務務務務
相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談
室室室室室室室室室室室室室室室室
」」」」」」」」」」」」」」」」
開開開開開開開開開開開開開開開開
設設設設設設設設設設設設設設設設
のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららら

「
税
務
相
談
室
」
開
設
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせ

興

興

興

興

興興興興興興興

興興興興興興興

興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興

興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興
興

山
形
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕎

蕎

蕎

蕎

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎

蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎
蕎

確定申告はお早めに！



　
一
月
二
十
五
日
（
木
）
、
ホ
テ
ル
王
将
に
て

山
形
大
学
工
学
部
と
の
産
学
連
携
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
企
業
の
需
要

と
大
学
が
持
つ
研
究
シ
ー
ズ
を
結
び
つ
け
る

こ
と
に
よ
る
新
た
な
事
業
展
開
を
具
体
化
す

る
た
め
に
山
形
大
学
工
学
部
と
山
形
銀
行
が

中
心
と
な
っ
て
天
童
市
、
天
童
商
工
会
議
所

が
後
援
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
三
和
油

脂
㈱
高
橋
武
彦
本
社
工
場
長
よ
り
、「
米
ぬ
か

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
開
発
の
経
緯
」
と
題
し
て

の
講
演
が
あ
っ
た
後
、
産
学
連
携
、
も
の
づ

く
り
経
営
学
な
ど
の
ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
大
学
教
員
と
参
加
者
と
の

情
報
交
換
会
、
個
別
技
術
相
談
と
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
し
た
。
約
八
十
名
の
参
加
者

は
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
当
所
で
は
、
こ
の
産
学
連
携
事

業
に
今
後
と
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
 

　
天
童
市
商
店
街
連
合
会
て
ん
て
ん
カ
ー
ド

会
は
、年
末
年
始
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト〈
冬

お
い
し
い
天
童
が
大
当
た
り
！
〉
の
抽
選
会

を
一
月
十
六
日
実
施
し
当
選
者
二
三
五
名
を

発
表
し
た
。

　
今
回
賞
品
は
、
特
賞
　
天
童
温
泉
ペ
ア
ご

招
待
・
一
等
　
天
童
温
泉
日
帰
り
の
旅
ペ
ア

招
待
・
二
等
　
天
童
産
清
酒
一
本
・
三
等
は

新
米
五
キ
ロ
。

　
特
賞
の
当
選
者
は
、
左
記
の
方
々
で
す
。

特
賞
天
童
温
泉
一
泊
ペ
ア
当
選
者
（
五
名
）

謂
２
０
２
７
　
佐
藤
さ
ん
　
天
童
市
泉
町

謂
２
２
２
１
　
花
輪
さ
ん
　
天
童
市
下
荻
野
戸

謂
３
３
０
２
　
太
田
さ
ん
　
天
童
市
久
野
本

謂
６
３
６
９
　
田
中
さ
ん
　
東
根
市
温
泉
町

謂
２
３
５
８
１
後
藤
さ
ん
　
山
形
市
小
白
川
町
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山
形
大
学
工
学
部
と
の
産
学
連
携
交
流
会
開
催

～
今
後
の
新
た
な
事
業
展
開
を
模
索
～

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

　

 

抽
選
会
を
実
施

抽
選
会
を
実
施

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

　

 

抽
選
会
を
実
施

抽
選
会
を
実
施

イ
ベ
ン
ト

　

 

抽
選
会
を
実
施

天
商
連
て
ん
て
ん
カ
ー
ド
会

天
童
温
泉
ご
招
待

天
童
温
泉
ご
招
待    

当
選
者
決
定

当
選
者
決
定

天
童
温
泉
ご
招
待  

当
選
者
決
定

あいさつすあいさつするる
山本会山本会頭頭

抽選会場にて
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私
は
現
在
満
六
十
歳
、
本
来
な
ら
ば
定
年
を
迎
え
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
る
所
な
の
に
私
の
定
年
は
な
し
、

さ
ら
に
日
曜
、
祭
日
な
し
、
一
生
働
き
詰
め
で
あ
る
。
し
か
し

私
は
楽
し
い
。
私
に
は
夢
が
あ
る
。

　
「
サ
ミ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
」
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。

　
「
青
春
と
は
心
の
若
さ
で
あ
る
。
年
を
重
ね
た
だ
け
で
は
人
は

老
い
な
い
、
夢
と
希
望
と
情
熱
を
持
ち
続
け
れ
ば
、
人
は
一
生

青
春
で
あ
る
と
」

　
こ
れ
は
私
だ
け
の
解
釈
で
あ
る
が
、
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ

と
か
。

　
そ
の
為
に
も
、
体
は
丈
夫
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、

二
～
三
年
前
か
ら
毎
朝
六
時
五
十
分
に
家
を
出
て
約
三
･
五
　km

を
四
十
分
か
け
て
会
社
ま
で
歩
い
て
く
る
。
途
中
車
で
は
見
ら

れ
な
い
事
が
、
歩
く
事
に
よ
っ
て
新
し
い
風
景
や
事
物
に
感
動

す
る
。

　
た
ま
に
日
曜
日
な
ど
は
妻
と
運
動
公
園
に
行
っ
て
一
時
間
く

ら
い
散
歩
を
し
て
く
る
。
こ
れ
が
私
の
健
康
法
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
七
　
も
や
せ
た
の
で
人
は
心
配
を
し
て
、
ど
こ
か

kg

体
で
も
悪
い
の
で
す
か
と
聞
い
て
く
る
。
し
か
し
、
私
は
少
し

の
病
気
は
も
っ
て
い
る
が
、
い
た
っ
て
健
康
で
あ
る
。
血
圧
が

少
し
高
い
の
で
冬
は
休
ん
で
い
る
が
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　　天童ホンダ株式会社

　　　　　高橋　和敏さん
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パイオニア・レッドウィングス

モンテディオ山形

■問い合せ先／
　社団法人山形県スポーツ振興
　21世紀協会　TEL023－635－9290

　Ｊ２モンテディオ山形前期ホームゲームスケジュールが決まりました！
　ホーム開幕戦は３月18日（日）vs京都サンガF.C.（京都パープルサンガから名前が変わりました）です。
会場はべにばなスポーツパークです。

◆2007Ｊ２リーグ戦モンテディオ山形ゲームスケジュール
ＰコードＬコードス タ ジ ア ム対戦チームキックオフ曜　日日節クール

笠松運動公園水戸14：00日３月４日１

１

博多の森球技場福岡14：00土３月10日２
59283025001べにばなスポーツパーク京都13：00日３月18日３

休　　　み水・祝３月21日４
59283025002べにばなスポーツパーク札幌13：00日３月25日５

味の素スタジアム東京Ｖ13：00日４月１日６
59283025003べにばなスポーツパーク愛媛13：00日４月８日７

群馬県立敷島公園草津19：00水４月11日８
59283025004べにばなスポーツパークＣ大阪14：00日４月15日９

徳島県鳴門陸上競技場徳島13：00土４月21日10
59283025005べにばなスポーツパーク仙台19：00水４月25日11

平塚競技場湘南19：00日４月29日12
59283025006べにばなスポーツパーク鳥栖13：00木・祝５月３日13

愛媛県総合運動公園愛媛13：00日５月６日14

２

59283025007べにばなスポーツパーク東京Ｖ14：00日５月13日15
休　　　み土５月19日16

59283025008べにばなスポーツパーク徳島19：00水５月23日17
ユアテックスタジアム仙台仙台13：30日５月27日18

59283025009べにばなスポーツパーク草津13：00土６月２日19
西京極総合運動公園京都16：00土６月９日20

59283025010べにばなスポーツパーク水戸19：00水６月13日21
大阪長居スタジアムＣ大阪16：00日６月17日22

59283025011べにばなスポーツパーク福岡14：00土６月23日23
鳥栖スタジアム鳥栖19：00水６月27日24

59283025012べにばなスポーツパーク湘南19：00土６月30日25
札幌厚別公園札幌14：00土７月７日26

ユデルキス・バウティスタ選手登録抹消と新外国人選手の加入について
　平素より東北パイオニア女子バレーボール部（パイオニアレッドウィングス）への厚いご
支援を賜り誠にありがとうございます。
　さて、今リーグより新外国人選手としてドミニカ共和国よりパイオニアレッドウィングス
に加入し、開幕戦に備え練習に励んでおりましたユデルキス・バウティスタ選手が、足の骨
折のためリーグ出場が不可能となりました。
　よって、ユデルキス・バウティスタ選手を登録抹消し、新外国人選手のエリザベス・バッ
クマンを新たに登録しましたことをご報告申し上げます。

エリザベス・バックマン（Elisabeth Bachman）

【生 年 月 日】 1978年11月７日
【出　身　地】 アメリカ
【所属クラブ】 USA National Team
【身　　　長】 193cm
【ポジション】 センター
【最高到達点】 スパイク：311cm／ブロック：300cm
【背　番　号】 ３
【戦　　　績】 　＜国際大会出場試合数＞
　　　　　　　　世界選手権：11、オリンピック：６、その他：148／計165
　　　　　　　　（アメリカナショナルチームのメンバーとしてアテネオリンピックに出場）

　尚、エリザベス選手は諸手続きが整い次第試合に出場します。

■後援会員の皆さまが参加できる
　「2007キックオフセミナー」を開催します。

　２月18日（日）16：00開場17：30開演
　（山形県民会館）　※入場無料
　内容／監督、選手全員参加による
　　　　チーム紹介と激励

　当日は後援会員の入会受付もございます。
当日入会でも入場いただけます。
　後援会員のお申込はモンテディオ山形オ
フィシャルHPが便利です。

　http://www.montedio.or.jp/index.htm
　会員募集へ

吉田敏明監督コメント
　バウティスタ選手には大きな期待をしていただ
けに、このような状況となり大変残念です。けが
が完治できるようチームとしてもサポートしてい
きます。エリザベス選手は、私がアメリカナショ
ナルチームの監督をしていた時のメンバーであり、
高いブロックが持ち味のセンタープレイヤーです。
　今リーグ戦当初は日本人選手だけで戦うことに
なりますが、佐々木キャプテンを中心にチームの
結束は高まっています。目の前の１試合１試合を
全力で戦い、最後にチャンピオンの座を勝ち取り
たいと思います。



　
私
の
先
代
が
川
原
子
か
ら
鎌
田
温
泉
へ
出

店
し
て
き
た
の
が
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三

十
一
日
の
こ
と
で
あ
り
、
私
自
身
が
仙
台
よ

り
戻
っ
て
き
た
の
が
昭
和
四
十
九
年
度
で
あ

り
ま
し
た
。
当
時
は
、
温
泉
街
の
活
気
そ
の

ま
ま
に
天
童
市
自
体
が
活
気
に
満
ち
溢
れ
た

街
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
現

在
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
天
童
市
全
体
に
活

気
の
あ
る
場
所
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
あ

る
人
は
、『
ら
ら
パ
ー
ク
周
辺
』
に
最
も
活
気

が
あ
る
と
言
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
る
人

は
『
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
』
と
答
え
。
そ
の
よ

う
な
様
々
な
意
見
の
あ
る
中
で
、供
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
僑
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
永

年
観
光
に
携
わ
っ
て
き
た
視
点
よ
り
述
べ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
天
童
市
は
江
戸
時
代
の
後
期（
数
十
年
間
）

に
織
田
家
の
藩
政
下
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

藩
政
下
将
軍
家
に
蕎
麦
を
献
上
し
た
と
の
文

献
「
大
成
武
鑑
」
か
ら
再
現
し
た
の
が
『
将

軍
家
献
上
寒
中
挽
抜
そ
ば
』
で
す
。

　
四
十
二
年
間
に
亘
り
、
東
京
や
各
大
都
市

へ
の
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
で
天
童
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
紹
介
の
中
で
自
分
た

ち
の
麺
類
組
合
で
は
、
山
形
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
ゆ
と
り
都
に
天
童
市
の
名
産
物
、

観
光
ポ
イ
ン
ト
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
紹
介

し
、
来
童
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
お
客
様
の
喜
ぶ
こ

と
は
何
で
も
す
る
と
の
考
え
か
ら
で
す
。

　
世
相
の
流
れ
に
伴
い
、
最
近
地
域
間
の
競

争
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
よ
く
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
昔
前
は
周
辺
市
町
村
か
ら
天

童
市
に
人
が
流
れ
る
よ
う
な
状
態（
集
中
化
）

で
し
た
が
、
今
現
在
は
天
童
市
か
ら
周
辺
の

市
町
村
へ
人
が
出
て
行
っ
て
い
る
状
態
（
分

散
化
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
間

は
市
町
村
単
位
か
ら
県
単
位
、
そ
し
て
国
単

位
へ
と
枠
が
今
ま
で
以
上
に
大
き
な
も
の
へ

と
変
貌
を
と
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
天
童
市
は
区
画
整
理
事

業
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
中
で
、
核
と
な
る

よ
う
な
も
の
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
温
泉
街
は
一
時
期
土

地
を
購
入
し
よ
う
に
も
高
値
で
購
入
す
る
こ

と
さ
え
難
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

鍬
ノ
町
自
体
も
同
様
な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
逆
に
買
い
手
が
つ
か
な
い

よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
天
童
市
に
集
中
し
て
い
た
流
れ
が
、
天

童
市
の
外
へ
分
散
す
る
と
い
う
流
れ
と
な
り

『
お
客
様
が
い
な
い
か
ら
夢
が
買
え
な
い
町

に
な
っ
て
き
て
い
る
』
か
の
よ
う
な
現
状
と

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
も
、
今
ま
で
観
光
客
を
相
手
に
し

た
商
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
地

元
の
人
に
認
め
ら
れ
る
商
い
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
観
光
客
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
地
域
に
親
し
ま
れ
地
域
に
愛

さ
れ
る
も
の
、
例
え
ば
現
存
す
る
朝
市
が
よ

り
市
民
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
方
向
性
が
生
ま

れ
、
浸
透
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
来

童
さ
れ
る
観
光
客
、
宿
泊
客
の
心
を
潤
し
て

い
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
「
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
良

い
も
の
を
よ
り
よ
い
明
日
を
」
の
自
覚
を

持
っ
て
努
力
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
市
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
一
部
の
人
ば

か
り
が
行
な
う
の
で
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
広
告
塔
と
な
り
Ｐ
Ｒ
活
動
を
広
め
て
い

く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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株式会社　手打水車生そば

　代表　矢　萩　長兵衛 さん

　
人
口
が
伸
び
活
力
あ
る
天
童
市
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
大
変
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
や
考
え
方
を
自
由
な
発
想
で
述
べ
て
い
た
だ
く
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
一
年
間
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

嵯 差左

嵯 差左
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寒中挽抜そば奉納報告祭及び賞味会
天童 冬の陣　第４回　将軍家献上

来場者は過去最高の約600名 観光部会

　当所観光部会（伊藤彰部会長）では１月15日（月）

将軍家献上寒中挽抜そば奉納奉告祭を建勲神社にて

行いました。これから大寒をむかえる１月とは思え

ないほどの暖かさで、古式にのっとり天童市麺類食

堂組合員が献上品であるそばを担ぎ奉納報告を行い

ました。

　また、賞味会は場所を天童ホテルアンジェリーナ

に移し盛大に開催しました。この時期にしか食べら

れない風味豊かな、のど越しの良い天童オリジナル

のそばということもあり、前売り券は発売早々に完

売となりました。そして、来場者は県内外から昨年

度を大きく上回る約600名となりました。平成鍋合

戦に並ぶ天童の一大イベントとして今後も実施して

いきたいと考えております。

献上品は寒中挽抜そば 文献を再現する行列 奉納報告祭の行われる建勲神社

玉串奉奠を行う麺組合員

神事をうける来賓各位

寒
中
挽
抜
そ
ば
は
二
月
末
日
ま
で
左
記

の
ぼ
り
旗
の
あ
る
市
内
の
そ
ば
店
で
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

協賛の各種漬物が各テーブルへ 舌鼓を打つ来場者
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国際ロータリー第2800地区

天童RC創立50周年 公開講演会公開講演会公開講演会公開講演会公開講演会公開講演会公開講演会

演題　『和食の底力』
　　　　　～和食から日本の再生を～

講師　小泉  武夫 氏（東京農業大学教授）

と　き／平成19年３月24日（土）午後２時 開演

ところ／天童温泉「ほほえみの宿　滝の湯」

会場の都合により先着150名様までとさせていただきます。

問い合わせ先　天童商工会議所内　天童ロータリークラブ事務局
　　　　　　　〒994-0013　天童市老野森一丁目3-28　TEL 023-654-3511

入場無料

産業別最低賃金が変更
平成18年10月１日より山形県の最低賃金が、12月25日より産業別最低賃金が下記のように変更になりました。

但し次の賃金は最低賃金には含まれません。

　①精皆勤手当、通勤手当、家族手当

　②臨時に支払われる賃金（結婚手当など）

　③１ヶ月をこえる期間ごとに支払われる賃金（賞与など）

　④時間外、休日、深夜労働に対する賃金

この最低賃金は、県内で働くすべての

労働者に適用されます。



商工てんどう VOL.170 February 200715

総 会 員 数
1,878（個人1,085・法人778・団体15）

平成19年１月１日現在

金融相談日（一日公庫）のご案内
中小企業者のための金融相談を下記の通り開催しま
す。政府系の金融機関である国民生活金融公庫の担
当者が対応します。是非、お気軽にお越し下さい。
尚、借入の相談・申込を希望される方は、事前のお
問合せをお勧めします。

　日　時　平成19年２月13日（火）
　　　　　午前10時～午後４時

　場　所　天童商工会議所

　問合せ　当所の中小企業相談所　TEL 654-3511

社会保険・年金相談（毎月１回）
日　時 平成19年２月６日（火）
 午前10時～午後４時

場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室

相談員 山形県社会保険労務士会山形支部所属の
 社会保険労務士

　　　≪平成19年３月のご案内≫　
　　日　時　平成19年３月６日（火）
　　　　　　午前10時～午後４時
　　場　所　天童商工会議所　２Ｆ相談室

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

２月の花（スィートピー）
　優美・門出・繊細・青春の歓び

表紙の花

新 就 職 者 研 修 講 座

　今春４月より新たに社会人となる方を対象にした研修会を次の通り開催しますので、多数ご参加下さい。

　　日　　時　　平成19年３月６日（火）午前９時30分～３月７日（水）午後４時
　　場　　所　　天童市市民文化会館
　　内　　容　　（６日）学識経験者、企業経営に携わっている方からの講義
　　　　　　　　（７日）ビジネスマナーの基本についての講義・演習
　　参　加　料　　１，０００円（２日分の昼食代）
　　申込方法　　２月28日（水）まで天童市勤労青少年ホームにTEL又はFAXにてお申込下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL・FAX兼用　　６５４－４５２０）
　　主　　催　　天童市勤労青少年ホーム
　　共　　催　　天童商工会議所・天童市雇用対策協議会・（社）山形法人会天童支部・天童市教育委員会
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